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　NK細胞活性は運動中に増加し，運動終了と同時に低
下する。運動時の増加が大きな場合には回復期に安静値
を下回って低下する。この低下を免疫抑制の状態と考え
るならば，強すぎる運動強度は健康のために好ましくな
い。運動強度の増加に伴うNK細胞の動態に，仮に急
激に増加する閾値があるとすれば，回復期の免疫抑制の
状態を避けるために，その閾値以下の強度の運動が薦め
られる。本研究では運動強度の増加に伴うNK細胞活
性の変化が運動強度に依存した直線的なものなのか，あ
る強度から急激に増加する閾値を持ったものなのかを検
討する。同時にNK細胞活性の変化がアドレナリソの
作用を介した接着分子の変化による影響なのかを明らか
にし，運動における活性変化のメカニズムを考える。98
年度は実験を行いデータを収集した。
実験概要
　被験者は健康な男子2名とした。はじめに被験者の最
大酸素摂取量を測定し，そのときは換気指標より，換気
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閾値（VT）と乳酸蓄積開始点に相当する強度を推定し
た。運動は自転車エルゴメーターを用いて・一ステージ
5分の四段階の負荷漸増運動とした。運動強度は①50％
VT，②80％VT，③120％VT，④140％VTとした。採
血はウォーミングアップ前後，各ステージの終了直前の
計6回，前腕カテーテルから行った。運動中は継続して
呼気を採取し，換気指標より負荷を調節した。測定項目
はNK細胞活性，アドレナリン，ノルアドレナリン，
乳酸，NK細胞，　LECAM－1，　CD44，ヘモグロビソ・
ヘマトクリット，白血球像，酸素摂取量，二酸化炭素排
出量，換気量，心拍数とした。NK細胞および接着分子
の測定は密度勾配を利用した遠心分離によって得られた
末梢血単核球を3カラーのモノクロール抗体により染色
し，フローサイトメーター（Becton－Dickinson）で蛍
光度を測定した。NK細胞はCD分類によるCD3－
CD16＋CD56＋とした。　NK細胞活性は末梢血単核球を
エフェクターとしてユーロピウムでラベルしたK562タ
ーゲットを傷害する程度をアーカス蛍光光度計で測定し
た。
　99年度はこの実験結果をパーソナルコソピュータ
（Macintosh　7600／120）を使用し，表計算プログラム（エ
クセル）を利用して処理する予定である。
